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Abstract

TheprotectionofD･C･feederforelectricrailwaysgenerallydependssolelyonthe

faultselectingcharacteristicsoftheHighSpeedCircuitBreaker･Thesamecharacter-

istics are at most50%ofthe setting valueof thecircuitbreaker･Followingthe

recentincreaseofloadcurrent,WeareObligedto raise thissetting value,reSulting,

however,theimperfectfaultselectivityofthecircuitbreaker,Whichsomtimescauses

to makethe damage more serious･Variousl)･C･feeder protective devices have

hitherto been manufactured,bl止they cannot be satisfactory fromtheviewpointof

speedy selection of smallfaultcurrent･

ThetypeITD･C･feederprotectiverelayingdevicewhichhasrecentlybeen com-

pletedemploysaverysimpletransformerandathyratron･Thedevicediscriminates

thefaultcurrentanddischarge thelatterbythe secondaryinduced voltage of the

formerwhenthefaultoccurred,thusoperatingthecircuitbreakerwithinafew cycles･

The artificialfieldfaulttests carried outinJune,1952,betweenOhunaandTaura

sabstations of the YokosukaLineunderthesponsorshipofthe D･C･CircuitBreaker

Committee under the Railway Electrification Association testified the perfect fault

selectivity of this device.

Inthispaperthedetaileddescriptiononthisdevicewiththetestresultsisgiven･

直流儲

〔Ⅰ〕緒

線の保護は専ら直流高速度

蔽っている現状であるが､機械的､

受ける

言

断器の選択性に

気的に強い衝撃を

度遮断器に現在以上の選択性を望むのは無理

なことである｡加えて最近は輸送量の増大に伴い負荷

流(互益々増加する傾向にあるが､他方故障 車線､

接地点の抵抗に抑えられ負荷電流より遥かに小さい場合

が多く､この為高速度

拡大した例が屡々ある｡

断器でほ故障選択出来ず事故を

の高速度 断器の選択性のみ

に依らず故障選択を行う継 方式は つか考えられ

ているが小敵障電流の短時間選択という観点からは不満

足で完璧な保護を期待L得ず従って一般的に採用されな

かった｡

今回完成したIT塾直流鎖 は故障

流と負荷電流の電流上昇率の差を利鞘し､これを特殊変
*

日立製作所日立国分分工場

成器の二次側にとり出しサイラトロソを始動させ敬障の

瞬時 択を行う方式で従来の高速度 断署引こ較べ格段の

差ある選択特性を持つものであり､去る昭和27年6月

鉄道 化協会直流回路

紛､田浦変

断委員会主催の下に横須賀線大

所間に於て行われた人工故障試験に於ても

その動作の確実性を実証することが出来た｡以下本装置

及び人工敵障 果について報告する｡

〔ⅠⅠ〕高速度遮断器による親電線保護

直流簡 練の保護は､ 従∋ から専ら直流高速度 断器

(HSCB)の選択性に頼っているのは衆知のことである｡

これはHSCB の直列線輪に並列に誘導分路を設け故

障時のような突進電流に対しては小電流でも動作するよ

うにしたものであり､この選択性は鎖電回路の常数によ

っても異るが､せいぜいHSCBの動作目盛

50%程度(1)であり､且文枝機的､

流値の

気的に強い衝撃をう

けるHSCBにこれ以上の選択性を望むのは無理である｡
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今HSCBの動作目盛

日 立二

流値を3_,QOOA,選択率を50

%とするとその選択特性(2)は第1図の如くなる(図に於

て α=斤/エ,斤,エは髄竃回路の抵抗及びインダクタソ
､ムス 此早御方

一

餞電回路が直線的常数を持つもの

としてプロットしてみると第1図の如くなり､これより

HSCBによってほ故障点が変 所から 5km のときは

1,500A迄の故障選択が可能であり､故障点が10】;m,

151くm となるに従い故障選択特性は悪くなる｡

上記は単独供 について考えたのであるが､普通変電

所は第2囲の如く並列に餞電されておりこの場合には故

障 流は路変 所から故障点迄の距離に反比例して各変

所に流れる｡即ち第2図に於てA,B変 所から故障

点迄の距離をそれぞれ 私,斤2 とすると ム/ム=斤2/尺1

となり､故障点が両変

あるから故障点

所の路真申であれば ム=ム で

流の半分で HSCBは動作する必要が

あり､目盛値 3,000A選択 50%では故障点

3,000Aでなければ選択保護出来ないことになる｡故障

点がいずれか一方の変電所に近ければ近い方の変 所の

HSCBは動作しやすくなるが遠い方ほ動作し難いわけで

この場合一方が動作後故障電流が相手方変

合に於ける動作を期待する

所に移る場

であるが結局故障点

略目盛倍以上流れなければ両変

せ得ないと考えられる｡

一方運転時の負荷突進

流が

所の HSCBを動作さ

流の特性は従来ある程度測定

されているが大体∝==40-100(3)(4)位の処にあり∝の大

なる所では 流値が小さい｡今8禰編成電車(内電動草

4葡)の場合の特性をプロットしてみると第1図の如く

なる｡

第1図 HSCB 及びIT 型保護解電装置の

選択特性と故障電流との特性

Fig.1.Fault Selecting Characteristics of HSCB

and TypeITFeeder Protective Relaying

Device andFaultCurrentCharacteristics

8

嶺.電線

故
障
臭

評 論

■･■

望
月変電節

第2図

Fig.2.
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HSCB の動作目盛値とは無関係に

ま動作しない理;

転時の突

的な保護装置の選択特性は第

1図点線の如くなり単独供電の場合として約500A程度

迄の小敵障 流の選択が可能となる｡

〔ⅠⅠⅠ〕IT型直流韻電線保護維電装置

IT 塾直流鏡電線保護継 装置は上述の如き理想的な

選択特性を持たせたもので第3図の如く運転

和しないようにギャップを持つ特殊変成器を餞

置し､この変成器二次側の抵抗の両端に生ずる

流では飽

線に設

圧に依

りサイラトロソを始動させるものでサイラトロン′には負

荷突進 流でほ動作しないように適当なグリッドバィア

スl危及びプレrト 庄l与を与えておく｡

今この変成器の一次側に豆1=ふ(1-e-αりなる突進電

流を流した時β2の両端に生ずる

に

圧坑maxは近似的

エ援･足2Z2-〟豊=0
但し〟は変成器一次､二次間の相互誘導係数

解いて

Z2=
ユ/.いIJ､

エ2(ェーβ)
〔e~騨∴一㌻｢が)

よって斤2の両端に生ずる 圧は

β=斤2/エ2

環
電
線斤
ノ
⊥

ト
リ
リ
ブ
回
路

〃ぐ∪(しβ

第3図1T型饅電線保護継電装置説明図

Fig.3.Simpli丘ed Diagram of TypeIT Feeder

Protective Relaying Device
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第4図IT型餞電線保護継電装置接続図

Fig,4.Connection Diagram of TypeIT Feeder

Protective Relaying Device

l､_
_∝βん凡才/一〔e一郎-e一αり

､､ l･･

圧の最大となる時間は

よ)つて

l弓max=_∝βん材
α-β i(封一軒β-(訂α′α~β‡

つまF)γらma又は∝,ん弼βによってきまりこのうち

ノ坊βは変成岩謹及び斤2の設計値により決るからγもmax

ほ∝,ふによりきまる｡今凡才=1.5mH,β=350として

γ2maXが50Vになるようにカrヴをプロットして見る

と第1図点線の如くなりよってlちmaxが50V以上の

ときサイラトロソが始動するように､サイラトロ∵/のプ

レ←ト及びグリッドに適当な 圧を与えておけば所望の

違択特性が得られる(実際にほ変成器二次側に誘 する

電圧はイソパルスであり､グリッド抵抗トゲリソドカソ

ード問の容量のため多少積分特性を有する〕｡即ち本装

置に於てはプレートに一定電圧を加えておき､サイラト

ロ∵ンのグリッドバイアスは可変として､その整定電圧を

l㌔とし､放電開始電圧をlち- とするとl㌔一l㌧.以上

の電圧が変成器二次側に誘 すればサイラトロ∵/ほ始動

するからバイアスl㌔を深くすれば違択特性は上り､浅

くすれば下ることになる｡又別に変成器二次側抵抗尺2

即ちβを変化すればこの選択特性を変化し得る｡この場

締
付
金
具

第5図IT塑鍍電繚保護松電装置用変成器

Fig.5.Sketch of Transformer for TypeIT

Feeder Protective Relaying Device

合βを小とすれば､変成器二次回路は誘導的となるから

斤2の両端に生ずる 庄は小となり特にこの傾向は∝の

大なる処で著しいから選択特性は∝に対して平坦な傾き

を持つ曲線となる｡

第4図は今回製作し 電源としては

A.C.100Vを使用しこれを整流管により整流しサイラト

ロ∵/のグリッド及びプレrトに直流を供給している｡筒

又グリヅドバイアスの変動は直接に選択特性に変化を与

えるので定 圧放電管で抑え更に監視用として電圧計を

装置してある｡サイラトロン′のプレート回路に挿入した

補助継電器は 力用のもので且サイラトロ∵/の動作時は

継電諾幸を自己保持しサイラトロ∵/を消弧し､その過負荷

を防止している｡

変成器としてほ第5図に示す如くコア←二つ割りの構

造のものでこの変成器の真申を高圧ゴムに絶縁された傲

電線が貫通する方式とし高圧部分に触れることなく任意

に着脱し得る方式となっている｡

本装置の特長とする処は 局サイラトロソを使用して

いるので､変成器二次側の検出量が極めて小で十分であ

り､このため変成器一次､二次問の結合を疎に出来､上述

の如く変成器が極めて簡単であることと､更にサイラト

ロ∵/のグリッドバイアス及びβを変化させることにより

広範開に選択特性を変化し得る点にあり､それ故後に述

ベる如く変 所に於ける負荷突進 流特性は運行 事及

び餞冠状況により多少異るがこれに対しても同一装置を

簡単に応用出来る｡

〔ⅠⅤ〕電車負荷突進電流

本装置による保護を行う場合には負荷突進電流では誤

動作せず且最良の選択特性を持たせることが必要で､

の為には負荷

てこの負荷突進

流の樽性を詳細に知る必要がある｡

流の特性は

電動率の数及び餞

行される1編成電導中の

状況によって或程度差があるが､昭
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第6図 電車負荷電涜とIT用変成器二次電圧(変成器〟=1mH,β=1,り00)

Fig.6.Osei1logramShowingI-OadCurrentofEIectricCarsandtheInduced

Voltage of Transformer forIT

第1一真 庭列ノ ッ チ及び並列/ッ チ時に於け るIT用

変成器二次誘起電圧(Åグ=1mH〕

Tablel.Indueed Voltage of Transformer forIT by Series and

Para】1elNotching Current

lミ･､･･1

600

6nわ

600

600

6CO

6()0

6
､1,000

1,000

1,000

1,00()

1,OqO

l,000

1,000

16.5

15.0

18.8

14.0

12.0

13.0

17.0

7()0

600

670

700

4∑0

700

70n

800

8こ〉0

800

420

420

14.n

16.5

14.n

9.5

16.9

13.0

13.2

24.0

13.0

和26年9月常磐線我孫子変電所に於て測定した結果､

下記のことを確かめることが出来た｡

即ち変改器二次側に大きな

流は変

庄を誘 する負荷突進

所近辺を発車する電車の直列及び並列ノッチ時

と鏡電状況が特別になっている場合にほセクシヨソ通過

時である｡

(り 電重起動電流

電こ事の起動 流は第`囲の如くなり変成器二次側に

1,100

1,200

1,000

1,400

1,2()0

起する電圧の大きいのほ､直列

及び並列ノッチの時である｡

我孫子変電所に放て測定した

一例を示すと第1表の如くでこ

れは同変

草する

所前の我孫子駅を発

によるものであるが

直列ノッチ､並列ノッチ時略同

程度の変成器二次電圧を誘起し

ている｡

更にこの直列ノッチ時のみを

高速度で撮影したものが第7図

で､図のAは4輔編成 車(うち

2葡電動専)､Bは6輌編成 革

(うち3禰電動草)のものであ

る｡これよりわかることは突進

流には電動率の数だけ段階が

ついており､よってこの時の∝

ほ概略40～50 となっているが

これと突進電流値とより第1図

から求められる変成器二次

よりは小さな電圧を実際にほ

起している｡又この各 動車の

スイッチイソの時間的ガレは各

編成電 によってまちまちであ

るので変成器二次電圧にも多少

差が出て来ている｡青如こ大編成

申の運行される区間に於ても

直列ノッチ時の変成二次側誘起

電圧はそれ程大とならないであ

ろうことも推定される｡

電辛が変 所から遠ぎかり変

電所から遠い駅を発帝の場合に

ほ､並列餃 する相手側変

の負荷分担も大となって来るの

で､変成二次電圧は小となって

る｡

(2)セクション通過時

竃事娘には の都合上トロ

リーにセクショソが設けられてありこれが第8囲の如く

されている場合には､電車が負荷電流をとっている

状態でこのセクショソを通過する｡締放電軍は普通電動

茸の数だけパンタグラフをあげて運転し/ているが､この

パンタグラフがセクショソを通過する毎に負荷電流は別

の餃 練に移されてゆく｡即ち第8図のNo･1IiSCB,

No.2HSCBを流れる

変化してゆく(図ほ

流は第9図に示す如く階段的に

動車3葡､進行方向より第一､二､三
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(月)

(β)

第7図 電車負荷電流とIT用変成昔畏

二次電圧(虻1mH)

Fig.7,Oscillogram Showing Load Current of

Electric Cars and theInduced Voltage

Of Transformer forIT

雪互選行方向

第8図

Fig.8.

セ ク シ/

Diagram

Sec▲〔ion

座琶価

ヨ

ン附近に於ける饅筒状況

Showing Feeding State Near

パンタグラフとする)｡この場合のNo･1HSCBに流

れる突進 流値は餞 状況及び電車編成に放ける電動軍

の酉己置状況によって異るが大きい場合にほ数百アソペア

となることもあり､且電 r･タのインダクタソスほ

転中であるので数mH 群度でその電流上昇率が大であ

る｡我孫子変

ことは出来なかったが従

都合上この∝を求める

の測定の結果によると概略

∝=二5什-100(4)程度となっている｡第10園ほ我孫子変電

所に於て測定したセクショソ通 時の変成器二次電圧で

これは6輌編成(うち電動車3漸)のものでセクショソ

を通過する毎にパンタグラフが経り複雑なアーク振動電

圧を誘起している｡この場合の変成轄二次電圧の最大値

は結局ア←ク抵抗を除いた回路定数に対しある突進電流

により誘起される

孫子変

圧である｡第2表(次頁参照)は我

所に於て第1表と同一の変成器(同一の〟を

有する)を用いて測定した結果の一例であって起動碍忙

較べて遥かに大きい電圧を誘i している｡

舶用肌

より臨竃

l

電車直行方向

第
一
パ
ン
ク

第
二
パ
ン
タ

第
三
パ
ン
タ

の飯電線

され弓電流

第9図 パンタグラフのセクション通過時に於ける
饅電線電流の変化

Fig.9.IllustratingDiagramShowingtheChange

of Feeder Current when Pantagraphs

Pass Over the Section

第1n回 パンタグラフのセクション通過時に於けるIT

円変成器二次誘超電.任(ノ材=1点H β=1,000)

Fig.10.0如illogram Showing theInduced Voltage

Of Transeformer forlT when Pantagraphs

Pass Over Section

筒この他整流崇割こよるリップル電圧も変成器二次側に

誘起するがこれほ負甘電流に比例し負荷 流2,000Aで

約2～3%の誤差を選択特性に与える程度である｡

の特性は大体上述の如くである｡参考迄に我

孫子変電所の迭択特性(凡才=1.51TIH,β=350)を第1図

点線に云す｡

置ほ昭和27年1月1日より同年5月末迄常 線

我孫子､金町変電所上り線に設擬し､この間選択特性の

調整のため多少の誤動作を許したが､

の電車敵群時(保護 置とHSCBは遠望

じた二回

せず警報のみ､

HSCB自身ほ､この時いづれも片側動作のみ)には我孫

子､金町とも動作し木方式笹よる故障選択の可能性を実

証することが出来た｡
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第 2 表 セクション通過時に於けるIT用変成器

二次誘起一遍仕(財=1mH〕
Table2.Induced Voltageof Tr;1nSformer ofIT

When Pantagraphs Pass Over Section

車輌数 βiCT2次電圧(Ⅴ)L備 考

1,000

1,POO

l,000

1,000

1,00C1

1,0α)

1,080

1,qOO

l,000

1,000

1,000

12.5

12.5

20.0

17.6

28.5

28.5

26.6

25.0

24.6

23.6

16.0

1,000 奏30.8,16.5,25.6

1,000

1,り00

1,000

1,000

1,00n

0.0

20.0

11.3,22.∩

30.6

ノッチオフにて通過

〔Ⅴ〕構須賀線に放ける人工

故障試験結果

昭和27年6月鉄道

に横須賀線大船､田

化協会直流遮断委員会主催の下

所間に於て人工故障試験を行

い各種故障選択装置の動作状況をチェックすると共に故

障現象の測定が行われた｡本試験に供した保護継 装置

は上述の我孫子､金町変電所設置のものを移設したもの

である｡第11図は大船変電所設置のIT型直流鱗電線保

護継 装置の外観である｡

(1)大船､田浦変電所続電状況

人工故障試験の行われた横須賀上i)線の大船､田浦変

電所よりの餞

運行される電

状況は第12図の如くである｡本区間に

は1編成最大14舗(うち電動車7葡)

至
東
京

第11図 大船変電所設置のIT型饅電線

保護継電

Fig.11.TypeIT Feeder Protective Relaylng

DeviceInstalled at Ofuna Suhstation

の大容量のものでその負荷突進

り遥かに大である｡特に田浦変

流は常磐線に於けるよ

所に於てほ変 所前の

セクショソが勾配区間にあるため力行時このセクショソ

を通過しこの為田浦側トロリーの 圧が下りセクショソ

通過のパンオーバー時約700～800Aに及ぷ突進電流が

起り大船変 所に比べその選択特性を下げることが出来

なかった｡第13図ほ本試験に於ける大船､田浦設置の保

護継 置の選択特性を示す｡同国には参考までに両変

電所HSCB(目盛`1,500A)の選択

の選択特性を示す()

〔2)人工故障の種類

を5C% とした時

今回行った試験ほ特に実際故障に近い状態を現出する

ため下記の如き多種類の故障を発生させ又電辛負荷のあ

る時を選んで故障を発生させた｡故障点ほ第1回目逗子

電車進行方向

木棺変電所

第12図 横須賀 田 浦大給間 の饅電状況

田浦変電所

至
久
里
浜

Fig.12.SchematicI)iagram of Feeding State between Ofuna and Taura

on the YokosukaLine



IT型直流軽電線保護継電装置

第13図 横須賀線大船田浦変電所に於ける1T型

饅竃繰保護 窟装置の選択特性

Fig･13･Fault SelectingCharacteristicsofType

IT Feeder Protective Relaying Device

for Ofuna and Taura Substation

第2回目大船に於て発生させその回路は第14図の如くで

ある｡つ即ち故障点の投入梢DSによF■)故障を発生させ敬

障点には隈流抵抗を挿入し､故障

後故障 流を故障点の

電所に於ける保護

針他行わなかった｡J

故障の種

流を制限し､2～3sec

断用HSCB にて遮断する.⊃変

置と饅電用HSCB との連繋は特別

は下記の如くである｡

(a〕短 絡

故障点に限流抵抗を入れ故障電流を流し電弧ほ発生さ

せない

(b)碍子閃絡

竃軍パソタグラフ用碍子劣化により

た場合

(c)導体落下

トロリ←が電車

牢屋偶に閃絡し

棍に落下したとき(L二1 落下)

♂
,ケ㌔

〝㌔
･･･一･

--

- ･
l

Jr型

保護装置

[コw
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第14図 横頚賀繰に於ける人工故障試験回路

Fig･14･Circuitsfor Arti五cialFault Tests on

tIle YolくOSukaI.ine

(d〕絶縁管破壊

電車高圧配線用の電線管の破壊により閃絡を生じた場

合

(e)避雷器､接続函破壊

特に臼然破壊に 弧を発生させた

(り 主フューズ函､補助フユrズ函破壊

(g〕木材沿面､絶縁物沿面

木材､絶縁物の近辺に於て

弧

弧を発生させた場合

(h)鉄粉沿滴電弧

絶縁物上に鉄粉の堆積を生じたため閃給した場合

〔り 弧拡大

電坪フユー㍉ズ､遮断器が

弧が移行した場合｡

(3)逗子故障の試験一結果

逗子故障の場合の

断し切れないで他へ

験結果は第3表(次頁参照)の如

くで卿4固より明かなる如くこの場合故障慮が田浦変電

所に近いので故障電流の約2/3が田浦より流れ､田浦の

保護 置ほ､殆ど確実に動作している｡大船は状況によ

り動作しない場合があるが､こ場合田浦変

と据護装置を連

所のHSCB

し遮断すれば大船の保護装置は殆ど完

全に動作すると考えられるが､今回はこの連 は行わな

かった｡卿咽は導体落下故障(第3表試験番号23)発

生の場合の田浦変電所IT彗保護

オツシログラムでトロリrが電

電装置の動作状態の

屋根に落下した瞬間故
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第 3 表 人 工 故 障

Table3.

験 結 果(故障点逗子)

第34巻 第11号

ResultsofArtificialFalutTests(FaultsOccurredatZushi)

流のため変成器二次側に高 起し､直ちにサ

イラトロ∵/が点弧し故障発生後2⊂bにはトリップ用補助

継電器が動作､同日割こサイラトロソを消弧している｡保

護継電装置動作後警報復帰用B.Sを引け乙･ゝ補助継
は阪帰する｡

器

(▲)大船故障の試験結果

大船故障の場合の結果ほ第4表の如くでこの場合故障

点ほ大船変電所より約1kmの点にあるので故障 流の

約98%が大船より流れ､田浦変電所からは故障点電流

1,000Aに対し約80A程度の故障電流しか流出しないの

で田浦例ほ動作していない｡この場合大船変 所HSCB

置と連動トリッブさせれば故障電流は田浦側に

移りこの時動作させることが出 る｡第4表中備考欄に

大船トリップと記入してあるのはこれである｡第1`図ほ

大船HSCBトリッ70の場合(第4表試験番号18)の田

.タ㌔
βセ

第16図IT 型餃電線保護解竃装眉の動作状況

Fig･16･Oscillogram ofFaultProtecting Process

Of TypeITFeederProtectiveRelaying

Device
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第 4 表

Table4.

人 工 故 障 試 験 結 果(故障点大船)

ResultsofArtificialFaultTests(FaultsOccurredat Ofuna)

浦変 保の所

時変成器二次

の動作のオツシログラムで故障発生

庄が若干出ており､大船側に於ては直ち

に保護装置が動作､故障発生後5⊂bでHSCBを遮断し

故障電流が田浦に移されこの場の電流の立上りにより田

浦変 所保護装置が動作している｡

薗第4表中に5mH,10mHと記入してあるのは故障

点にこの値のインダクタソスを挿入した場合を示す｡

(5)結 果 の 検 討

今回の試験に於て実際故障の場合と大いに異る点は故

障点に限流抵抗を挿入L､故障 流を路1,000-1,500A

程度に制限した点であり､且保護 置と変電所供 線用

高速度遮断器を連動動作させた場合が少なかったため故

障点に遠い側の保護装置の動作状況を全部明かに出来な

かった｡

然しながら本試験中 置の誤動作は皆無でその道択特

性を変電所の HSCB と比較してみると第13図の如く

で格段の差異のあることが判る｡即ち単独饅

HSCBでは約2,250A以上の故餞

と考えて

流が流れないと動

作しないのに反し本装置によれば500～60PA程度の小

故障電流迄選択可能であり､また並列餞電時にはHSCB

によっては約4,500A程度の故障 流が流れなければ両

所とも動作を期待し得ないのに反して本保護装置で

ほ略1,500A以上の故障電流で両所とも動作している｡

椅試験は1,nOO-2,000A程度の 華負荷が重畳した状

態で行われたが両所の餞電線用HSCBほ全然動作せず､

また､逗子故障時約 3,000A の故障 流を流した場合
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(深夜試験時で第3表には含まれない)も同様であった｡

以上より本 置を便関することにより実際故障ほ略確実

に選択出来ると考えられる｡筒第3表中大船変

装置の動作が故障点 流のみに依って決っていないのほ

電車負荷の影響及び故障層類による電流上昇 の差の故

と考えられ､この点に関しては今後の測定結果の詳細な

検討に待つものである｡

〔ⅤⅠ〕IT型保護継電装置と

パイロットワイヤー方式の併用

並列餃電時には既に述べた如く故障点電流は変電所よ

り故障点迄の距離と逆比例して各変 所に流れる｡又こ

の場合電流上昇率も故障点に遠い側に於ては減少した形

となり故障点に遠い側の変 所の保護 ㌍ほ相手側変電

所のHSCBトリップ後の電流増加により動作する訳で

あるが､この場合片側の動作によって相手側をも遮断す

ろパイロットワイヤ←方式(5)とすれ`

囲を並列鏡電する変

の侭護範

所の真申迄に限定することが出来

るから極めて有効なことほ明かである｡第4表大船故障

の 巽中大船トリソブの場合故障点が電流約1,500A以

下のときは田浦側は動作していないが､これをパイロッ

トワイヤ+方式とすることにより､並列解電時に於ても

700-800A の故障点をも選択遮断出来ることになる｡

パイロットワイヤー方式としては両変電所闘こ連絡線を

張るか 話繰を利用することも考えられるが､今回の人

工故障試験に於ては東鉄にて試作した餞 線を利用する

搬送式パイロットワイヤー方式が成功し電鉄関係に於て

も今後かゝる方式が採用されることを望むものである｡

又IT型保護継電装置は電流上昇

その保

を利用している故

効果ほ変電所間隔と密接な関係を持ち､第1図

から明かなる如く変電所間隔が20km程度なれば単独

電 池 の 充

評 論 第34巻 第11号

で十分であるが､パイロットワイヤー方式を併斥ければ

更に40Ⅰくm程度に於ても倍1,珊A以下の故障電流を

選択することが田

〔ⅤⅠⅠ〕結

以上IT型直流窺電線保

が､本装置R体は

るが(6)(7)電

盲

装置について報苦した

前に於ても一度製作されたことがあ

線に於ける負荷 流特性の研究が十分行わ

れなかった為実用化されずに到ったものである｡今回漸

くその宍f封ヒの見透しを得るに到ったのも冒

御援助の賜である｡

特に今回鉄道電化協会直流回路

係者各位の

断委員会主催の下に

行われた人工故障試験は空前の規模のものであり､今後

その測定結果の詳細な検討により鮨電線保護の為の有効

な資料が得られることが期待され､長い間懸案となって

いた直流の電線保護の問題の解決も近いことと思われる

最後に本装置の現地試験に於で多大の御指導､御援助

を頂いた東鉄村山氏､

鉄我孫子､金町変

ものである.:.

技研広瀬氏､山本氏､及び国

区関係者各位に深甚な謝意を表する
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